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日立評論第48巻第3号 431

真空遮断器〟Hl-VAC”とメタルクラッド配電盤

1.真空遮断器

日立製作所はかねてから研究開発中であった7､2/3.6kV400A

lOO/50MVA真空遮断器をこのほど国分工場にて完成した｡

これほ,日立製作所中央研究所,日立研究所および茂原工場との

共同研究の成果であり,わが国において発表された最初の真空遮断

器で最大容量のものである｡真空遮断器は従来の遮断器と異なり高

真空中で絶縁耐力が高いこと,絶縁回復が速いことを利用した新し

い消弧方式の電力用遮断器で,次のような特長をもっている｡

1.1特 長

(1)小形軽量である

従来の遮断器に比べ容積1/5,重量1/3と大幅に小形化され,

このためキユーピクルに組み込んだ場合も2段積みとすることが

でき,据付面積も約1/4に節約できる｡

(2)堅ろう,長寿命

真空バルブのガラスiこは,操作時のショックが直接かからない

構造で,バルブ日休も輸送試験,耐震試験の結果50G のショッ

クに対しても安全なことが実証されている｡

コンタクトの消耗は,きわめて少ないので従来の遮断器に比べ

画期的に寿命が長く,無保守で定格電流を50,000回開閉し異常の

ないことを確認している｡

(3)すぐれた遮断性能

アークはすべて最初の電流零値で遮断され,定格遮断電流の

150%までの遮断試験に成功している｡また,並列抵抗付となっ

ているので励磁電流遮断時でも異常電圧の発生がなく,充電電流

遮断時にも再点孤は皆無である｡

(4)外気の影禦を受けない

遮断部は真空バルブ内に収められているので有害ガス,湿気な

どにより接点が腐食したり,性能が低下することがない｡

(5)保守が簡便

接点の点検,アークシュートの交換,油の交換などの手入はま

ったくなく遮断部は無保勺こである｡また,真空バルブの交換は簡
単容易に行なわれる｡

以上に示す特長により明らかなように電動機,電気炉,コンデン

サの開閉などに最適であり,また,化学工場など空気汚染場所,ビ

ルなど据付面積の制限をうけるところにも非常に有利であるなど広

い応用範囲をもっている｡

1.2 お も な仕様

形 式...

定 格 電 圧‥.

絶 縁 階 級…

定 格 電 流‥

定格速断容量…

定格短時間電流…

定格投入電流.‥

定格遮断時間…

定格操作電圧…

適 用 規 格…

重 量…

….VG-10-MA(電磁操作)

…7.2/3.6kV

..‖6号A
… 400A

lOOMVA(7.2kV),50MVA(3.6kV)

本器ほキユーピクル内蔵または,

する構造となっている｡

8.OkA 2秒間

..21.8kA

….3c/s

....DClOOV

‥‥‥.JEC-145

‥‥.80kg

単独据付のいずれにも適

2.真空遮断器入リメタルタラッド配電盤

今回開発したメタルクラッド配電盤は,真空遮断器を立体的に2

段積みとし,小形コンパクトにまとめてあるので,幅600,高さ

2,200,奥行1,500mmと従来のメタルクラッド配電盤に比べて,約

1/4の所要床面積であり,ビルディソグなどの据付面積が制限され,

安全を必要とする場所に好適である｡

このメタルクラッド配電盤は,次に述べるような特長をもってお

り,あらゆる電力設備用として広範囲に使用できる｡

2.1特 長

(1)最小の据付床面積

一面にニフィーダを収納できるので,所要床面積ほ従来の1/4

となり,狭い場所や天井の低い場所にも据付が可能である｡

(2)簡単な操作

遮断器は手動で水平に押込んだり,引出したりするだけで,自

動的に断路部が開閉する自動連結式引出形なので取扱いは簡便,

かつ保守は容易である｡

(3)安全度が高い

操作者の安全を主眼としたデットフロント形であり,各種のイ

ンターロックも完備しているので,誤操作の心配もなく安全確実

である｡

(4)合理的な配置

断路部プッシングにはレジンモールドを採用し,母線は直接プ

ッシングに接続したシンプルな構成になっている｡遮断器との連

結はクリップ形接触子により円滑に行なわれるので遮断器の互換

性が保たれている｡

(5)簡単な据付,容易な増設

工場で完全な組立試験を行ない,そのまま全装備で発送するの

で現地据付は簡単,また軽量コン/モクトなので増設,移設も容易

である｡

2.2 お も な仕様

形 式.‥

定 格 電 圧…

絶 縁 階 級…

定 格 電 流‥.

定格母線電流...

定格短時間電流.‥

図1"HトVAC”真空遮断器
7.2kV400AlOOMVA

図2 真空遮断器入りメタルク

ラッド配電盤
6.9kV400A
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….HBlOG-MA(電磁操作)

..6.9/3.45kV

....6号A

‥.400A
.‥ 800A

‥ 8.OkA2秒間
(日立製作所電検事業部)



432 日立評論 第鳩巻第3号

日 立 ハ イ
(高速凝集沈殿装置

最近の上水,工業用水および産業廃水の処理場では,コンパ

クトで能率の良い高速凝集沈殿装置が多く採用さ才tている｡

高速凝集沈殿装置ほ,原水中の濁質があらかじめ形成され

たフロックに接触して吸着することにより,その沈殿を促進

する原型を応用したもので,一槽内で混和,フロック形成お

よび沈殿を効率良く行なうことができる｡

日立ハイセットラーは,独特の改良を施したスラリー循環

形の高速凝集沈殿装置で各所に納入して好評を得ている｡

】.構造および轢能

図1は日立ハイセットラーの構造を示す｡

鉄筋コンクリート製の槽は,鋼板製の隔壁によって第1混

和室,第2混和室および分離室に区分されている｡

けた上に変速可能の立形かくはん棟が設けられ第1混和室

内をかくほんし,硫酸バンドなどの凝集剤を原水流入管また

は第1混和室に注入する｡

セ ッ ト ラ
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原水ほ次の順序で処理される｡

(1)槽の中間に設けた流入管より三角断面の原水分配室

に流入し,さらiこ下向きをこ第1混和室にはいり,第1混和室にお

いて凝集剤および分離室より沈降するスラリーとともにかくはん

され,新しい細かいフロックを形成すると同時に既存のフロッケ

に吸着されて成長する｡

(2)次に原水はスラリーと接触しつつ上昇して,第2混和室に

送られ,原水中の濁質は完全にフロックに吸着されて沈殿しやす

い状態になり,外側の環状通路を流下して分離室に水平方向に流

入する｡

(3)分離室で清澄水は上昇して集水といを経て槽抑･こ流出す

る｡分離されたスラリーは沈降して環流路を通り第1混和室に戻

り原水と混和する｡

(4)分離されたスラリーはしだいに濃度が増加するから,槽の

中央下部および分離室の一部に設けられた集泥室において,循環

スラリーの一部が沈殿濃縮して,時限作動弁により間欠自動的に

槽外に排出される｡

2.特 長

日立ハイセットラーはスラリー循環形高速凝集沈殿装置の一般的

､＼

H.111L

丁⊆ミ1`■'一

誹泥-

薬追啓

ノ
′
/

緑木

図1 日立ハイセットラー
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図3 日立スラリー境界面検出装置

特長,すなわち

(1)滞流時間が短く,横行流式薬品沈殿他に比べ所要面積が

小さく建設費が節約される｡

(2)水質が一定のときほ処理水の濁度を低く保持できる｡

(3)スラリーを循環させるから有効に使用できる｡

などのほかに次のような独特の特長をもっている｡

(l)スラリー境界面検出装置の応用

必要に応じて分離室のスラリー境界面を検出する日立スラリー

境界面検出装置を設け,スラリー境界面を監視して合理的な処理

を行なうことができる｡

図3は日立スラリー境界面検出装置の説明図で,(a)ほ検出部

の縦断面図,(b)ほ平面図を示し,密閉箱の中央部を上下に貫通

する透明管をはさんで,光源と光電素子(CdS素子)より構成さ

れる光電装置を備えている｡

図3(c)は検出装置を示し,検出部は電動機によって駆動され

る巻胴に懸垂されゆるやかに水中に下降して,スラリー境界面に

達すると,スラリーと清澄水との濁度差iこよってCdS素子が受け

る光の量が急に減少して,接点を閉じて表示ランプを点灯し,同

時に電動機が停止し巻胴に連結されている表示計が境界面の深度

Hを表示する｡必要により遠隔表示もできる｡

(2)スラリー循環量調節装置の改良

第2混和室の円筒形隔壁の上部に多数の開閉巽を設け,これを

けた上に設けた1本のハンドルによって同時に開閉してスラリー

の循環量を調節する構造であるから操作が容易で,水中に検構が

ないため保守が楽である｡

(3)張殻構造の採用

けた,かくほん轢および本体の

自重は,錐台形の第1混和室の隔

壁を補強して張殻構造とし,これ

によって支持しているため,水中

で腐食しやすい形鋼を用いて特別

の架構を組む必要がなく,重量が

軽減される｡

(日立製作所機械事業部)

図2 勝田市上坪浄水場納日立ハイセットラー
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全 ア ル ミ

軽量化が特に望まれる移動用電源,あるいほ化学工場,塩害地区

などのように普通鋼材では腐食が著しい場所での用途に適した600

kVA全アルミ軽量変圧器を開発して,昭和電工株式会社川崎工場

に納入した｡木器の材料にほアルミニウムのほかにさきに開発した

シアノエチル化紙や耐熱絶縁油が用いられているた軌 従来の一般

品に比べて総重量が%程度に軽減されている｡

1.特 長

(1)非常に軽量である｡600kVAであるにもかかわらず総重量

が2t程度に軽減されているため,レッカー車などで簡単に移

動,運搬することができる｡

(2)鉄心と絶縁関係以外はタンク･カバー,一次巻線および二

次巻線,さらにバルブ,温度計,呼吸器などの付属品からボルト,

ナットミ･こ至るまでアルミニウムおよびアルミニウム合金が用いら

れている｡

(3)耐熱絶縁紙,高温絶縁油および油劣化防止剤が用いられて

いるため,長寿命である｡

(4)タンク･カバーなどの外まわりほ,すべて耐食アルミニウ

ム合金であるため,腐食の心配がなく,塗装も不要である｡

(5)外観が美しく,長く光沢をたもつ｡

式

量

数

数

圧
圧
縮

昇

竜

電

上

波

次

決

定

形

容

相

周
一
二

接

温

量重総

2.仕 様

..…SOB-3C(屋外用抽入自冷式)

……600kVA

‥….三
相

….…..50c/s

….F3,450-F3,300-R3,150-3,000-2,850V

…420-210V(直並列外部切換)

…‖』/人
(巻線)65℃

(油)60℃

.‖2,000kg

図1 600kVA全アルミ軽量変圧器

日立評論 第胡巻第3号 433

軽 量 変 圧 器

表1 全アルミ軽量変圧器と一般変圧器の比較

内
"
空
ふ

容
｢
総

品 名l

＼､___l重 畳

油

中身つり上げ重量

全アルミ軽量変圧器

温度上昇限度 65℃

一

般 変 圧 器

温度上昇限度 55℃

1,975

538

1,200

寸

法

二mm)

幅

奥 行

高 さ

1,655

905

1,840

3,148

郎1

1,759

1,590

1,115

2,129

3.構 造

･■ノ1)巻 線

巻線には,純度99･6%以上の電気用アルミニウムが用いられ,

絶縁に耐熱性のすぐれているPV下,シアノエチル化クラフト紙

およびシアノエチノレ化プレスボードが用いられている｡リード線

およびタップ線のコイルとの接続部は,機械的強度,接触抵抗な

らびに作業性が確認されたうえで,圧接,アルゴン溶接,アルミ

こまんだなどが適宜,採用されている｡

′二2)鉄 心

鉄心は方向性ケイ素鋼板で構成されているため,鉄損および無

負荷電流が非常に小さい,したがって軽負荷時の効率が良好で,

また変圧署旨の重量軽減にも寄与している｡

･′3)絶 縁 油

絶縁油劣化に及ぼすアルミニウムの影響は銅,其ちゅう,鉄な

ごに比べてはるかiこ少ないが,巻線の温度上昇が10℃高くとっ

てあるため,さきiこ日立製作所日立研究所で開発した高温絶縁油

が用いられている｡また,変圧器が化学工場の相当悪いふん囲気

で使用されることから,絶縁油および絶縁物の劣化抑制のため,

活性アルミナが内蔵されており,呼吸器はシリカゲル入りとなっ

ている｡

(4) タンク･カバー

タンク･カ/ミ一には耐食アルミニウム合金の圧延材および押出

形材が用いられている｡冷却管には耐食アルミニウム合金の継臼

無管が使用されていて,溶接部の機械的強度および耐振性が十分

考慮されている｡

(5)付属品,その他

プッシングほ汚染によるせん絡防止のため,図2のように深み

国2 深みぞ形耐塩害プッシ/グ

ー83-

ぞ形となっている｡プッシソグ

のキャップ,バルブ,狩度計,

呼吸器にはそれぞれの用途に応

じたアルミニウム鋳物が採用さ

れている｡ボルト･ナット矧エ

アルマイト処理された高カアル

ミニウムでできており,強度ほ

鉄ボルトに比べてそん色なく,

耐食性にすぐれている｡

(日立製作所商品事業部)
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日 立SA2形電磁ブレーキ

日立SA2形電磁ブレーキは,モートルにオーバーハングして取り

付けられる構造で,永年の実績を経とし最新のプレス技術を経とし

て設計製作されたものである｡モートルの急速停止,高ひん度の起

動停止,停止中の荷重による逆転防止,慣性の大きい負荷の短時間

停止などに用いられ最高の機能を発揮する､｡

1.特 長

(1)取 付 簡 単

モートルとブレーキを一体にできるため共通ベースの必要がな

い｡ブレーキのリード線ほモートル内部で接続されるので配線が

簡単である｡

(2)小 形 軽 量

新動作機構により小形軽量にまとめられている｡

(3)高 性 能

本ブレーキは高ひん度,連続使用可能である｡

(4)動 作 確 実

ブレーキ動作機構に新方式を採用しており,はとんどの部品が

プレス加工のためバラツキが少なく,動作が確実である｡

(5)保守が簡単

ライニソグの摩耗iこ対する調整が簡単であり,摩耗部品の交換

が容易である｡

(6)手動エルメ装置付

手動ユルメ装置がついているので,簡単に手動ユルメ操作がで

きる｡また,手動ユルメ装置は自動復帰形であるから,危険性が

ない｡

2.構造と 動作

本ブレーキほ制動部分と電磁石部分とから成り,制動はブレーキ

バネの押圧力によって行なわれ,制動の解放は電磁石の磁引力でブ

レーキノミネを圧縮することによって行なわれる｡

表1 使用 条件 と 用 途例

使 用 条 件 F 用 途 例

急速停止を必要とする場合

カッタリリーフ用モートル,シャッ

タ用モートル,パルプ用モートル,

コンベヤ用モートル,クレーン珠行
用モートル

急速停止を行ない,さらにモ

ートル停止中の荷重による逆
転を防止する場合

ホイストなどの巻き上げ用モ】トル,

電動チェーソブロック用モートル,

電動刷子引き上げ装置用モートル

高ひん度で起動停止を行なう

場合

工作機械の送り用モートル,電動制

御器駆動用モートル

慣性の大きい負荷を短時間で

停止する場合
遠 心 分 離 枚

図1 日立SA2形電磁ブレーキ

3.用 途

本ブレーキほ/ミルブ用モートル,工作機用モートル,電動制御器

駆動用モートル,電動子羊引き上げ装置用モートルなどの用途に最

適であり,使用条件と用途例は表1に示すとおりである｡

4.仕 様

本ブレーキの仕様を表2に示す｡

(口立製作所商■甘一事業部)

蓑2 仕 様

形式】ゎく番l苧ル警一定格電圧および周波数
ブレーキ

トルク調
整範囲 僅左頑

MS-

SA2

MS-

SA2

MA

1700

MA

1700

態豊一皿【
‾恵二【

200V50c/s,200V60c/s,220V60c/s

200V50c/s,200V60c/s,220V60c/s

仇4kg-m

以下
3kg

0･誌竺諾F4･5kg

BL

HA

AL
■
B 畑

l

l

Q

†
◆てゝ

⊂〕

l
l

QR

･岨FKN---J

軒害
茹

図2 日立SA2形電磁ブレーキ付モートル(EFOU-K)寸法表

KL

｢
←D

M

+-
｢L叩U

電 動 枚 l ブ レ ー キ

わ く 番 試買l
寸 法 (mm二)

LIRIA】BiDIEL】KいIHIcIFIEINIMl叫GIzIs卜叫UITJQ】QRIQKIAL

寸法(皿m)

輌

備考

ZEFOU-
910

ZEFOU-

1111
ZEFOU-

1114
;;…5J:‥;50.4

35

40

40 ………1;……声……
70

95

95 ………l…………l……
9

11

11

16

22

22 …+……l……
35

32

42

95
MA-

1700

110】Mうラ00
125
MA-

1701

0

0

0

1

1

1

QU

qU

OO

l

l

1

1

1

1

･
A
-

4

A-

6

6

よU

l

l

l
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日立評論第48巻第3号

新形日立アナログ計算機アストリック･シリーズ

日立製作所では,このたび新しい方式のアナログ計算枚,アスト

リックシリーズALS-505およびALS-2000を完成した｡

本シリーズほ,1951年以来10余年にわたり,常に業界のトップ

iこたって研究と生産を続けてきた日立製作所が,その充実した研究

陣容と長年の使用経験および400台にのぼる生産実績を基盤として

完成したもので,国内はもとより世界でも目新しい計算システムで

ある｡

本シリーズは今半導体方式の高性能形で,アナログ記憶と高速自

動収れん計算機能をそなえており,このうち,ALS-505は手軽な卓

上形であり,ALS-2000は高精度の超高速形である｡

たとえば,科学や工学の分野で遭遇する問題のかなりの部分は,

方程式臼体はさほど複雑ではないが,その解については十分熟知し

ておきたいという基本的問題である｡また対象そのものは非常に大

規模なシステムであっても,それをいくつかに分割して解析してお

けばよい場合が多いものである｡そのようなときに手軽に使えて,

しかもかなり高度な計算までやってのけることのできるもの,それ

がALS-505である｡

一方,最適化問題の解析をほじめ,多重積分,積分方程式,波形

の分析処理,統計的計算処理など,多数回の試行と総合を伴う計算

i･こは,高速自動繰返し計算機能が非常に有効である｡ALS¶2000ほ

最高3,000c/s(浜算時間300/!S)の繰返し計算が可能で,多パラメ

ータ問題なども,ほとんど瞬時に解析できる｡特にこの超高速計算

時においても,高精度が保てるように,設計上のくふうが数々凝ら

されている｡

アストリックとは,Analog STorage<アナログ記憶>とRapid

Iterative Computation<高速自動収れん計算棟能>の頭文字をと

ったASTRICの呼称である｡

1.お も な特長

(1)高速自動収れん計算が可能

アナログ計算棟の自動収れん計算方式は,日立製作所が初めて

提唱し開発した技術である｡これは境界値問題や極値問題を機械

自身の論理的判断に基づいて自動的に,早く,しかも高い精度で

解析する方式であり,アストリック･シリーズでは,この機能は

さらに拡大されている｡

(2)計算速度が速い

実時間演算はもちろんのこと,実時間に対して,×10,×100,

図2 A⊥S-505

435

搬

輸 糠

傲

図1 ALS-2000

×1,000倍の高速計算が同時に併行して行なえる｡その結果,毎

秒100～3,000の解析結果を得ることができる｡

(3)論理計算椀能を備えている｡

簡単なハイブリッド計算が本装置自身で行なえるように各種の

ディジタルロジック要素を備えている｡

(4)全半導体化されている｡

演算回路,電源など電子回路のすべては半導体化されており,

信瞭度向上,維持費低減,電力費低減,小形軽量化が図られて

いる｡

(5) シールド･カラー･パッチボード

要素ごとに色分けされたカラー･パッチボードであり,しかも

高周波領域での誤差を低減するために,シールド方式となってい

る｡またパッチボードの着脱は,電動式である｡

項 目…

病 算 電 圧…

積分時定数.‥

演 算 同 期…

演 算 群 数…

2.お も な仕様

‖…ALS-505
‥.

…‥ALS-2000

..….±100V(20mA)……
±10V(20mA)

…1,0.1,0.01,0.001sec‖.1,0.1,0.01,0.001sec

‥10msec(100c/s)

…3郡まで‥
演算抵抗精度‥‥

….±0.01%
演算容量精度‥‥

乗算器精度‥‥

電 源‥‥

電力消費量‥‥.

演算増幅器‥‥

増幅器周波数特性…

ポテンショメーク

関 数 発 生 器

‥...±0.01%

‥….300/JS(3,000c/s)

‥‥4群まで

‖…±0.02%

‥‥±0.04%

….±0.1%〔F.S〕….…±0.1%〔F.S〕
100/120V±5V,1¢…100V±10V,1¢

……400VA
‥

…..3kVA

.…40/80台... ...120台

.100kc .200kc

設定‖‖‖……手 動….
‥‖…‖キーボード

ディジタルロジック‥‥
..内
蔵..‥

‥‥….内
蔵

ディジタル計算機との結合……可 能‥‥
‥‥.可
能

解 指 示 器..….…3CIiオシロおよび… 4CHオシPおよび

各種レコーダ 各種レコーダ

なお,ALS-2000はすでに東京大学宇宙航空技術研究所などから

4台を受注している｡

(日立製作所通信機事業部)
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436 日立評論第娼巻第3号

日立オートステープラ(段ボールケース自動封由機)

段ボールケースの封由機として,日立ハンドステープラ,エアス

テープラを販売,好評を受けているが,大量生産工場においてほさ

らに能率的な封南棟の開発が望まれていた｡そこで,ステープラに

よる封由の長所である経済性,高能率,強度大の三要素と,技術的

経験を生かして試作研究を重ね,目立オートステープラを開発した｡

本機は次のように多くの特長を持ち,大量生産商品の包装用とし

て,荷造作業の能率化,人手不足の解消など,各方面の企業の合理

化に活躍している｡

1.特 長

(1)段ボールケースのふたと底を同時に,任意のステーブル本

数の封由が可能｡内容物の重さや段ボールケースの大きさに合わ

せ,十分な強度が得られる本数を打てばよい｡またステーブルの

打込具合(深く一浅く,きつく-ゆるく)の調節機構を持っている

ので,広範囲の段ボールケースi･こ使用可能である｡

(2)大きさの異なる段ボールケースでも,自動追従方式の採用

で自由に封由可能｡高さの調節は80mmと200mmの調節幅を

もつ2種頬を標準とした自動追従式を採用しているので,高さの

違う段ボールケースが湿って流れて来ても,その都度手動操作の

必要がなく能率的である｡幅の調節ほ,調節幅300mmの自動ガ

イドローラが,自動的に心出しを行なうので,幅のまちまちな段

ボールケースでも,連続して封由可能である｡

(3)暗が常に一定または,ある時間は一定の段ボールケースを

流す場合には,簡単な片側ガードレール方式(図l参照幅は調節

可能)でよい｡

(4)対向操作がきわめて簡単｡作業者ほ両手が自由に使用でき,

ふたを軽く押えて送り込みフートスイッチを踏むことだけで封盛

衰1 日立オートステープラ標準仕様

が終わる｡フートスイッチには特殊タイマーが連動しておりフー

トスイッチを踏放しでも任意に設定した間隔(時間)で連続的にス

テーブルを段ボールケースに打ち込むことができ,その都度踏替

えの必要がなく能率的であると同時iこ,作業者を疲れさせない｡

(5)ふたおよび底面用ステープラともステーブルは600本装て

ん可能の自動方式で補充ほ時々行なえばよく能率的である｡この

ステーブル自動装てん機構は,日立独得の設計で一段と対面磯の

性能を高めている｡

(6)片持フレーム方式の採用で取扱いや保守点検が容易｡段ボ

ールケースの送り操作が楽であると同時に,表面に制御盤や枚器,

配管などがコンパクトに収納してあるので,陳守点検が容易で

るあ｡

(7)封由作業者の削減が可能｡一般に段ボールケースに商品を

詰め込む前の箱作り(底止め)作業と商品を入れたあとのふた止め

作業を必要とするが,日立オートステープラでは一人で両者の作

業が簡単にできるので,人件費の削減が可能である｡

(8)封両材料費の低減｡ガムテープ,粘着テープなどの方法と

比較しステーブルの材料費ほ約1/2～1/5ですむ｡

2.仕 様

日立オートステープラは表1に示す3機種を標準としているが,

内容商品の種棋や使用方法などにより,顧客の要求に合わせ設計,

製作もしている｡ (日立製作所商品事業部)

忘蒜＼＼竺三と(表打読岩塩機)l(真底品講盲鼠函機)i(表芸古壷弘機)
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

コンベヤ寸法
(mm)

段ボール箱寸法
(ml丑)

な し(標準H=600)

L=600以下

H=指定(望また

L=1,500 W=730

H=600一-650

L=3,000 W=900

H=600

L=600以下W=200～鋭)O

H=指定(望禦悪霊監監)
L=800以下 W=440～500
H=300-700

(設定変更による)

段ボール箱内容物重
量 (kg)

ステープラ機種およ
び設置台数

使 用 目 的

任

16形

意 】30以下を標準とする

裏面用直列1台
(ライン方向Pこ平行)

表 面 専 用 の 封 函

40以下を標準とする

16形 表面用底面用直列
各1台(ライン方向に平行)

19形 表面用並列3台
(ライン方向に直角)

表面,底面,両面同時封函 表面専用の封函

ステープラ操作方式

段ボール箱フラップ
処理

作業員によるフートスイッ
チ操作

作業員による折込み

フラップ押え用ガイド付

作業員によるフートスイ

チ操作

作業員による折込み

フラップ押え用ガイド付

段ボール箱送り方式

段ボール箱側面ガイ
ド方式

封 函 本 数

手 送 り 手 送 り

調節可能の片側
ガードレール

任 意

封 函 能 力

ステーブル装てん本
数

1箱2個所封函の場合
毎時/750箱

調節可能の片側ガードレ

ルまたは自動ガード方式
(調節幅300mm)

任

1箱2個所封函の場合
毎時/750箱

表面用600本
(任意補充可能)

意
表
面
用

600本

(任意補充可能)
底面用 600本

(任意補充可能)

リミットスイッチによる自
動操作

作業員による折込み

フラップ押え用ガイド付

0.4kWギヤモートルによ

り平ベルト駆動ローラ方式
による自動

調節可台巨の両側
ガードレール

3台×4本=12本以下

1箱12個所封函の場合
毎時/130箱

表面用 各600本
(任意補充可能)

操 作 空 気 源

元圧10kg/cm2以下
(減圧使用)

空気量≒70NJ/min
O.75kWBP-10Tベビコン

元圧10kg/cm2
(減圧使用)

空気量幸70NJ/min
l.5kW BP-10Tベビコン

元圧10kg/cm2以下
(減圧使用)

空気量幸300NJ/min
2.2kW BP-10Tベビコソ

電 蔽
単 相100Vまたほ200V

50/60～
単 相100Vまたは200V

50/00～
三 相 200V50/60～
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図1 日立オートステープラ

図2 日立オートステープラの作業状況



日立評論 第媚巻第3号 437

日立ステープラ(段ボールケース封曲機)

日立ステープラほ,段ボールケースの封由に使用するもので,あ

らゆるサイズ,あらゆる種類の段ボールケースを,内容物を入れた

まま傷つけずに外部から完全に封由できる｡

】.日立ステープラによる封西の利点

(1)経済的である｡

材料費ほガム･粘着テープ,ひも掛式の約1./2～1/5

(2)能率的である｡

所要時間ほテープ式の約1/3～1/5

(3)強度は大である｡

テープ方式･ひも掛式の約2～3倍

(4)取扱いが簡単である｡

婦人でも取扱いが容易である｡能率が数倍も向上し,荷造費ほ

大幅に節減できるうえに,強度もいままでにないほど堅固なので

輸送中の事故も著しく減少する｡

2.特 長

(1)あらゆる種額の段ボールに

13形,16形,19形の3轢種がそろっており,あらゆる種類,

サイズの段ボールケースを安全確実に封由できる｡また,手軽に

使えるハンドステープラ,大量の荷造作業に威力を発揮するェア

ステープラの区別があり,用途によって選]札 使用できる｡

(2)使いやすい設計

ハンドステープラは,ハンドル操作が非常に軽く,長時間の作

業でも疲れない｡高純度のアルミ合金製で重量が軽く,また合理

的に設計されているので,婦人でも手軽に使いこなせる｡エアス

テープラほ,0.2kW以上のベビコンを動力源として使うだけで

連続的に大容量の荷造りができるので,非常に能率的である｡

(3)安定した品質

ステープラの心臓部であるツメに,日立特殊鋼を使用,比類の

ない耐久性を誇っている｡そのほかの部分も厳選した材料に精度

の高い加工を施しているのでいつまでも安心して使用できる｡

3.仕 様

4.付 属 品

日立エアコントロールセット

エアステープラの性能を十分発揮させるため,一定圧力の清浄空

気に適量の油を含んだ圧縮空気を供給するエアコントロールセット

の併用をすすめる｡ (日立製作所商品事業部)

図1 日立ハンドステープラ

図2 日立エアステープラ

0 ○

妄二二妄二i
エアステープラ l ハンドステープラ

A-13J A-16 + A-19 1H-131 H-16 1 H-19

使用ステーブル
(形 式)

適用段ボールと
ステーブルの打
込み探さ調印

ステーブルのク

リンチ形状調節

ステーブル装て
ん 可 能 数

標準使用空気圧

力(悪妻筐男)
スーパーベビコ

ソまたはベビコ

ンとの組合せ

(1分･間に連続
で打ち得る本数)

ゴムホース接続
部 ネ ジ寸法

付 属 品

外 形 寸 法
(mm)

製 品 重 量

S-131 S-16

B言蒜壷卜l貴書羞孟エート

S-19

瓦千石う‾万‾=一下
A＋Aフルート

5段階

ユキセソビンにより任意
(段階なし)

100本(2連)

S-13 r S-16 S-19

Bフルー

3段階 こ!臨話二⊇雷㌘5段階 ≒ 5段階

ルート

ルート

調節ネジにより任意
(段階なし)

100本(2遵)

3～4kg/cm2
(5kg/cm2まで)

0.2kWスーパーベビコン(ⅢR形)
約20本

0.35kWスー′て-ベビコン(ⅡR形)
約40本

仇4kWベビコソ5キ7ツ

約50本

PS%(オス)

ホースジョイント

表苧警で¢(言合完二三ヂ.?
1個

1個

簡易抜針器･……･ …1個

弓品× 磨 × 焉羞 弓完× 男 × 雪孟
3･Okg 【 2.1kg

ー87-

レバー7′調節ユニ土I/

深く

蛋琵
i葺く

芸琶宴萱臣

亨､ソの調節により

きつく ゆるく

m ⊂:ニ‾‾‾こフ

図3 ステーブル(封由針)
打込調節図

○

○

○

lO

:○

○!

○!

(⊃

○

○

図4 封 由 囲

図5 FRO･5形エアコ

ントロールセット



438 日立評論第48巻第3号

275kVlxl,200mm2アルミ被OFケーブル

電力需要の急激な増加に伴い地中送電系統においても超高圧,大

サイズOFケーブルを使用する計画が具体化しつつある｡東京電力

株式会社では275kV超高圧ケーブル線路を昭和45年頃に完成する

計画を立てられ,一部完成した管路で模擬的なケーブル引入れ実験

を行ない,さらにケーブルの性能を確認するために種々の実験を行

なった｡日立電線株式会社ではこれに使用する275kVlxl,200

mm2アルミ被OFケーブル約600mを納入し,引入れ実験をはじめ

とする一連の実験に協力して大きな成果を挙げることに寄与した｡

275kVで1,200mm2というサイズはわが国で最大のものであり,

この大サイズケーブルにアルミ被を適用したのもこれまでに例をみ

ない画期的なものである｡ケーブルの設計および製造上慎重な検討

と改良が加えられた結果納入ケーブルは各種試験において性能の擾

秀性が確認され,今後の実用化に大きな期待が寄せられている｡

1.構 造

ケーブルの構造は表1および図2に示すとおりで構造上の特長は

次のとおりである｡

導 体:絶縁油の劣化を防ぐため素線にほすずメッキ銅線を使

用した｡6分割圧縮扇形より線とし各セグメソトを相互に絶縁

して表皮効果の低減を図った｡

セグメントより合せ上にバインダとしてステンレステープと

カーボン紙を2層巻き,導体変形による絶縁特性の低下を防

いだ｡

絶縁体:絶縁厚を極力薄くするため絶縁構成i･こは特に検討を重

ね,60/J～150/`の絶縁紙を使用した段絶縁を採用した｡また

誘電体損失を低減するために低損失紙を一部に適用した｡

絶縁体遮へい:波付アルミ被を被覆するため金属化成紙で遮へ

いした上にすずメッキ銅テープを巻いて補強した｡

アルミ被: アルミ被外径107mmという大サイズになるため,

特に屈曲特性に留意しコルゲート形状を決定した｡

防食層: アルミ被上に防食塗料をかけたのち硬質ビニルを押し

出し被覆した｡

2.性 能

2.1電気的性能

ケーブルの電気的性能は表2に示すとおりである｡

2.2 屈 曲 特 性

超高圧ケーブルの大サイズ化に伴い輸送限界および布設条件の面

から従来の限界を越える過度の屈曲が要求されるため極度曲げ試験

表2 275kVlXl,200mm之アルミ被OF

ケーブルの初期電気特性

試 験 項 目 試 験 結 果

わ

く
試
験

試

料

試

験

静 電 容 量 0.319～0.320JJF/kV

誘 電 正 接

(7℃)

長時 間 耐電圧

159kV:0.269′､0.273

275kV:0.315～0.327

670kV/48分ケーブルB.D

衝 撃 耐 電 圧 1,740kVkV/2回目ケーブルB.D

159kV

20℃

誘電正接
40℃

62℃

82℃

318kV

0.267 0.317

0.230

0.218

0.283

0.283

0.211 仇283

表1275kVlxl,200mm2アルミ被OFケーブル構造表

項 単 位 数 値

内
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状
成
即
糾

面

さ
径

厚

断

ダ

さ
糾

さ
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い

へ

絶
遮

ア

ノレ

被

ア ル ミ 被 厚 さ

波 の 高 さ(約)

山 外 径(約)

ビ ニ ル 防食層厚さ (約)

概 算 外 径

概 算 重 量

mm

mm

mm2

mm

mm

mm

mm

mm

mm

mm

mm

mm

kg/km

16.0

0.8

1,200

6 分割中空圧縮
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図1 ケ
ー ブ ル の 布設状 況

を行ないアルミ被径の15倍までは屈

曲可能であることを確認した｡

2.3 その他の試験結果

外傷耐力実験,短絡実験,開閉サー

ジ試験,温度上昇試験,通電実験およ

び管路口防水装置の検討などケーブル

使用上のあらゆる面から実験的検討を

加え現象の解析を行なった結果,この

ケーブルの電気的および機械的特性は

非常に優秀であることが立証された｡

3.特 長

ケーブルの特長を要約すると次のと

おりである｡

図2 275kVlXl,200

mm2アルミ被OFケ

ーーフ/レ

(1)分割導体上にバインダテープを使用しケーブル絶縁特性の

向上を図った｡

(2)独特な絶縁構成と製造技術により高虔の絶縁性能が得ら

れた｡

(3)アルミ被形状の改善によってすぐれた屈曲特性が得ら

れた｡

(4)アルミ被の使用によってケーブルの軽量化を図ることがで

きた｡

(5)機械的強度が大きく超高圧送電系統の信粉塵を高めること

ができる｡

(6)アルミ被のため付近の通信線に対する誘導が低減される｡

(日立電線株式会社)
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